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幼稚園でのムシ捕りにおける幼児の人間関係に関する研究
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A Study about the Children’s Human Relations in the Bugs Catch at the Kindergarten

Yuka KANAMORI

Ⅰ　問題と目的

　幼稚園教育要領（平成30年改訂版）では、引き続き「環境」の内容で、「身近な動植物に親
しみを持って接し、生命の尊さに気付き、いたわったり、大切にしたりする」と記されており、
身近な生き物とのかかわりや、生命の尊重について記されている。幼児のムシとのかかわりは、
身近な生き物への興味関心を育む「環境」領域としてとらえられることが多いなか、筆者の経
験知から、幼児はムシ捕り遊びをしながら、協同性や自立心を身に付けていると推測している。
　幼稚園では、幼稚園ごとに様々な生き物が飼育されており、特にムシと幼児のかかわりに注
目した研究では山下（2008）がある（1）。山下は保育者へのアンケート調査から、ムシの飼育が
子どもの社会性の発達を促すことを明らかにしている。ムシを飼育する経験の効果として、「仲
間関係を育てる」「子どもの表情が活き活きしてくる」「責任感がつく」「自尊感情が高まる」
ことを明らかにしている。幼稚園において、ムシを飼育する意義については動物と比較し、保
育者の負担が少ないことや、騒音や異臭などの害がないことや、子どものアレルギーがないこ
となどがあげられている（山下ら2005）（2）。これらの研究では、ムシの飼育に注目しており、
ムシを捕ることに関しては触れられていない。しかし、幼児とムシとのかかわりはムシを発見
するところから始まっており、また、ムシの飼育では自分たちが捕まえたものを飼育すること
ができるという点でも、動物飼育とは異なる利点がある。ムシ捕り遊びは、子どもたちが自分
たちの持っている情報を伝え合ったり、ムシの所有権をめぐって口論したりなど、様々な人間
関係の学びがあるはずである。そこで、本研究では好きな遊びの時間にムシ捕りをしている幼
児に注目し、ムシの飼育に至る前のムシ捕りから、人間関係においてどのような学びがあるの
かを明らかにする。本研究を通して幼稚園におけるムシ捕り活動の意義を幼児の人間関係に注
目して明らかにしていきたい。



表１　「人間を理解し関係を調整する力」21項目（佐々木2004）

Ａ 自分の思うようにならないことを経験する
Ｂ 必要な時に人に助けを求める
Ｃ 他者が「いや」という行為や事柄に関心をもつ
Ｄ 自分がされて嫌なことは、そのことを態度や言葉で表現する
Ｅ 嫌なことを受け流したり、距離をおいて付き合ったりする
Ｆ  自分と異なる行動や意見に対して考えるゆとりを持つ
Ｇ 他者の行為や言葉に関心をもつ
Ｈ 他者の思い入れや、思い入れのあるものに気付く
Ｉ 他者の言い分に真剣に耳を傾けて聴く
Ｊ 感情を込めた言葉や理論的な言葉で伝えたり説明したりする
Ｋ  他者の行為の意味について想像力を働かせる
Ｌ 友達の遊びや活動に入ったり、友達を誘ったり、受け入れたりする
Ｍ 遊びの中でやりたいことをしたり、なりたい自分を表現したりする
Ｎ イメージを共有したり、役割分担をしようとする
Ｏ 自分の気持ちや行動、他者からの評価などの変化に気付いたり関心を持ったりする
Ｐ  自分や他者の良さに気付いたり、それを生かしたりする
Ｑ 自分と違うところをもつ人に憧れる
Ｒ 友達や他者に共感したり応援したり、励ましたりする
Ｓ 仲間のトラブルに介入したり、関係を調整したりする
Ｔ 緊張した場面をユーモアで和ませたり解決したりする
Ｕ 問題に対して創造的に解決しようとする
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Ⅱ　研究の方法

１　調査期間

　調査期間は2017年５月下旬～７月上旬である。期間の設定理由は以下の２点である。１点
目は園庭に幼児が捕まえやすいダンゴムシやテントウムシなどのムシが増え、幼児がムシの存
在に興味を持ち始める時期であるからである。２点目は新年度になり新しい人間関係に戸惑う
ものの、ゴールデンウィークを過ぎ、子どもたちの生活が安定してくる時期だからである。

２　内容

　Ｘ幼稚園で、好きな遊びの時間にムシ捕りをしている幼児を観察した。幼児は、筆者を保育
者として認識している状況での参与観察である。ムシ捕りをしている幼児から、幼児同士のか
かわりがある12事例を対象とした。表１に示した「人間を理解し関係を調整する力」21項目
（佐々木2004）（3）を「学びの評価言語」（磯部ら2007）（4）とし、ムシ捕りにおいて人間関係のど
のような学びがあったのかを分類した。佐々木が示した21項目の「人間を理解し関係を調整
する力」は、「曖昧な表現で、それぞれの保育者がかかわったつもりになる状況を打開するた
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めに作成」されており、小泉ら（2011）（5）は「人間関係を理解し関係を調整する力」21項目を「学
びの評価言語」とし縦割り保育で子どもたちが経験していることを明らかにしている。これら
のことから、本研究でも、幼稚園において幼児の人間関係を可視化するのに適していると判断
し「人間関係を理解し関係を調整する力」21項目を「学びの評価言語」として用いる。

３　協力者

　Ｘ県にある、学年別クラス編成で一斉保育を行っている、在園児数156名のＸ幼稚園である。
⑴　Ｘ幼稚園の概要

　昭和59年に開園した私立幼稚園である。自然に恵まれた地域にあり、幼稚園内には幼児が
自然と触れ合える空間がある。その中には草むらや草の土手などがあり、ミントやローズマリー
などのハーブ類やツルグミやムラサキシキブなどの実を自由に採集できる。草むらや草の土手
には、テントウムシ、カマキリ、カタツムリ、ダンゴムシ、チョウ、バッタ、カナブン、トカ
ゲなどの生物がおり、好きな遊びの時間にムシ捕りをしている幼児が30名ほどいる。
⑵　日課の例

　年長児クラス、年少児クラスの日課は、年中児クラスと同じだが時間の配分が異なる。行事
などにより、保育内容が変わることがある。

表２　年中児クラス日課の例

時間 早く到着するバスグループ 遅く到着するバスグループ
 8：30～ 登園
 9：00～ 好きな遊び（戸外） 登園
10：00～ 朝の会
10：30～ 主な活動（リトミック、制作、体操など）
12：00～ 昼食
13：00～ 好きな遊び（戸外）
14：00～ 帰りの会
14：30～ 降園 好きな遊び（戸外）
15：30～ 降園

４　ムシ捕りの環境構成

⑴　飼育ケースの場所と数

　幼児がムシ捕りを楽しむことができる環境設定として、職員室に幼児が使用することができ
る横14cm ×縦8cm ×高さ12cmの飼育ケースを30個用意してある。飼育ケースは、職員室の
園長デスクの隣においてあり、使いたいときに職員室に行き自分の名前を告げて借りる。その
ため、幼児は飼育ケースに対し、他の共同の用具より特別感がある。職員は名前と借りた飼育
ケースを記録しているため、どの幼児がムシ捕りをしているのかを把握することができる。他
の幼児が借りているため、飼育ケースがなくなっている場合は、カップなどの廃材を飼育ケー
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スとして代用する。飼育ケースの代用になる廃材は園児が自由に使えるように用意してある。
捕虫アミがないため、幼児は飼育ケースのふたを取って、ケースをムシに被せる捕まえ方が広
まっている。
⑵　捕まえたムシに関するルール

　捕まえたムシに関して以下４点のルールがある。①友達にもらうなどしたが、自分で触れな
いムシは飼育せず、捕まえた場所に逃がす。②捕まえたムシを自分で飼育しないならば、捕ま
えた場所に逃がす。③幼稚園で捕ったムシを自宅で飼育する場合は、幼稚園の飼育ケースを
持って帰って良いが、自宅の飼育ケースにムシを入れ替え、翌登園日に返却する。④家庭で話
し合い、家で飼えない場合は幼稚園の捕まえた場所に逃がす。

５　倫理的配慮

　事例に取り上げている幼稚園をＸとし、幼児名はすべて数字とアルファベットで表記し、個
人が特定されないように配慮した。調査協力幼稚園の職員には、本調査を本研究にのみ使用し、
幼児や保育者個人が特定されないことを説明し承諾を得た。

Ⅲ　結果と事例ごとの考察

１　人間を理解し関係を調整する力21項目を学びの評価言語とした分類

　幼児同士のかかわりがあった12の事例について、「人間を理解し関係を調整する力」21項目
を「学びの評価言語」へ振り分け、結果を表３に示した。
　「Ⓐ自分の思うようにならないことを経験する」項目に該当する事例が最も多く、６事例あっ
た。「Ⓛ友達の遊びや活動に入ったり、友達を誘ったり、受け入れたりする」は次に多く、５

事例だった。「Ⓕ自分と異なる行動や意見に対して考えるゆとりを持つ」「Ⓜ遊びの中でやりた
いことをしたり、なりたい自分を表現したりする」「Ⓝイメージを共有したり、役割分担をし
ようとする」「Ⓣ緊張した場面をユーモアで和ませたり解決したりする」の４項目は該当する
事例がなかったが、その他18項目は該当する事例があった。
　12事例中７事例が異年齢、特に年長児と年中児のかかわりがあり、年少児がムシ捕りをす
る姿はほとんど見られなかった。「人間関係を理解し調整する力」21項目の「学びの評価言語」
とした学年別の分類（表４）では、年長児が該当する項目は15項目あり、年中児が該当した
項目は８項目であった。年長児と年中児どちらも該当する項目は「Ⓐ自分の思うようにならな
いことを経験する」「Ⓛ友達の遊びや活動に入ったり、友達を誘ったり、受け入れたりする」「Ⓓ
自分がされて嫌なことは、そのことを態度や言葉で表現する」「Ⓟ自分や他者の良さに気付い
たり、それを生かしたりする」「Ⓢ仲間のトラブルに介入したり、関係を調整したりする」の
５項目であった。



表３　事例別の人間を理解し関係を調整する力21項目を学びの評価言語とした分類

Ｘ幼稚園でのムシ捕り12の事例
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

「
人
間
関
係
を
理
解
し
調
整
す
る
力
」
21
項
目

Ａ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
Ｂ 〇
Ｃ 〇
Ｄ 〇 〇
Ｅ 〇 〇
Ｆ

Ｇ 〇 〇 〇 〇
Ｈ 〇 〇 〇
Ｉ 〇
Ｊ 〇 〇 〇
Ｋ 〇
Ｌ 〇 〇 〇 〇 〇
Ｍ

Ｎ

Ｏ 〇 〇
Ｐ 〇 〇
Ｑ 〇 〇 〇 〇
Ｒ 〇
Ｓ 〇 〇
Ｔ

Ｕ 〇 〇

表４　学年別の人間を理解し関係を調整する力21項目を学びの評価言語とした分類

Ｘ幼稚園でのムシ捕り12の事例学年別
年中 年長

「
人
間
関
係
を
理
解
し
調
整
す
る
力
」
21
項
目

Ａ 〇 〇
Ｂ 〇
Ｃ 〇
Ｄ 〇 〇
Ｅ 〇
Ｆ

Ｇ 〇
Ｈ 〇
Ｉ 〇
Ｊ 〇
Ｋ 〇
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Ｌ 〇 〇
Ｍ

Ｎ

Ｏ 〇
Ｐ 〇 〇
Ｑ 〇
Ｒ 〇
Ｓ 〇 〇
Ｔ

Ｕ 〇 〇
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２　事例と考察

⑴　事例１と考察

①　事例１（５月）

　年長男児1Aが、飼育ケースを持って何かを探している様子の年中女児1Bと1Cをみて、1B

と1Cの会話からダンゴムシを探していることに気付く。年長男児1Aが年中女児1Bと1Cに「ダ
ンゴムシ、どこにいるか教えてあげよっか」と言い、ツツジのところへ２人を連れていく「ダ
ンゴムシ、ここにいるよ」と、1Aがツツジの下を探し始める。「どこどこ」と1Bと1Cもしゃ
がみ始めダンゴムシを探し始める。すぐにみつかり「ほんとだ」「いっぱい捕まえよう」と1B

と1Cは競い合うようにして、ダンゴムシを捕まえ始める。1Aは得意げに「ほんとだったでしょ」
と言い、自分はいつも遊んでいる年長男児のグループの遊びに入っていく。
②　考察　

　日頃、かかわりがなく、偶然そこに居た年長児1Aが年中女児1Bと1Cにダンゴムシがとれ
る場所を伝え、実際に連れて行った事例である。年長男児1Aにとっては、ムシを探している
様子の女児に対し、自分の知識を伝えるという行為で積極的に他児とかかわっている。1Aは
これまでかかわりがなかった、1Bと1Cのムシを探している様子をみて、気の合う友達のみで
はなく、様々な他者にかかわっている様子を読み取ることができる。自分の知識を生かして、
他者の役に立つ喜びを味わった1Aと、通りがかった1Aからの親切により、自分たちの遊び
が広がっていく喜びを感じることができた1Bと1Cの学びを読みとることができる。この事例
は「Ⓖ他者の行為や言葉に関心をもつ」「Ⓛ友達の遊びや活動に入ったり、友達を誘ったり、
受け入れたりする」「Ⓟ自分や他者の良さに気付いたり、それを生かしたりする」の３項目が
該当するといえる。
⑵　事例２と考察

①　事例２（５月）

　年中男児2Aが捕まえたダンゴムシを、近くにいたムシ捕りをしている年長男児2Bに「見て、
捕まえた。」と自信に満ち溢れた表情で報告する。年中男児2Aと年長男児2Bは、日頃の生活
の中ではかかわりがない関係である。見せられた、年長男児2Bも「ほんとだ」と感心してい
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る様子である。2Aは一緒にいる保育者ではなく、ムシ捕りをしている日頃かかわりがない年
長男児2Bに、見せに行った。
②　考察

　この日は、晴天が続いたことなどから、園庭にいるダンゴムシが少なくなっていた。ムシ捕
りをしても、ダンゴムシをなかなか見つけられない状態だった。2Aがダンゴムシを捕まえた
とき、近くに保育者がいるが、保育者は一緒にムシを捕るというよりは、ムシ捕りをしている
幼児を見守っていた。年中男児2Aは、保育者よりムシ捕り活動をしている年長児に認められ
たい、共感してもらいたいという気持ちが表れていることが読み取れる。年長男児2Bは、他
者の感動に共感する経験をしていることが読み取れる。この事例は「Ⓖ他者の行為や言葉に関
心をもつ」「Ⓡ友達や他者に共感したり応援したり、励ましたりする」が該当するといえる。
⑶　事例３と考察

①　事例３（６月）

　年長女児3Aが、保育者の周りに数人の女児と一緒にいた。保育者から蔦のツルをめくると
カタツムリがいたという話を聞き、年長女児3Bと一緒に、蔦のツルを確認にいく。3Aが蔦の
ツルをめくるとカタツムリがいた。年長女児3Aははしゃいで、近くにいる3Bに蔦のツルを
めくるように促す。3Bもツルをめくるとカタツムリを見つけ、興奮したように「ほんとだ」
とカタツムリを捕りはしゃいでいる。周りにいた他児が、他のムシ捕りをして遊んでいる子の
ところへ行き「3Aちゃんが、カタツムリみつけたよ」「カタツムリいるよ」「こっちきて」と
大きな声で触れ回っている。情報を聞き幼児が集まり始める。集まってきた幼児が実際にツル
をめくってみると、カタツムリがいたため、幼児は夢中になってツルをめくりカタツムリを捕
まえる。その様子をみて3Aは得意げに、カタツムリの見つけ方や捕まえ方を説明する。3Aは、
保育者がその場をはなれても、いつものように保育者を探す様子はなかった。降園時に母親に
も同様に、カタツムリの見つけ方を説明していた。
　次の日には、年長女児3Aはダンゴムシがたくさんいる場所をみつけ友達に知らせる。年長
児が集まってきたため、ダンゴムシがいる場所は、年長児に独占される。年中男児3Bが「い
れて」と繰り返し言うが、年長児はダンゴムシを捕まえることに夢中で返事をしない。年長女
児3Aは無言で少しずれて場所を空け、年長男児3Bの飼育ケースに捕まえたダンゴムシを数
匹いれる。その後、自分の飼育ケースを幼稚園にもってくるようになり、ムシを捕まえて自分
のものにするのではなく、ムシを友達に配っている。
②　考察

　Ｘ幼稚園において、カタツムリはダンゴムシと比較し発見できる個体数が少ないため、ダン
ゴムシより人気があるムシである。年長女児3Aは、幼稚園での生活を楽しんでいるが、好き
な遊びの時間には、友達と遊ぶよりも保育者と遊ぶことを好む傾向があった。ムシ捕りにあま
り関心がない年長女児3Aである。事例では、日頃ムシ捕りをして遊んでいる他の幼児が、晴
れの日が続きムシをなかなか見つけられない中で、3Aはカタツムリを発見した。そのため、
友達から「3Aちゃん＝ムシについて詳しい」という認識を持たれるようになり、3A自身も自
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信が付き、夢中になれることを見つけられた事例である。同じクラスの女児から「だいたい男
の子がムシすきだけど、3Aちゃんは得意だよ。女の子なら一番だね。」という発言があった。
他者から認められることにより、友達の良さに気付き、一緒に活動するようになっていった。
次の日の事例では年中児に対し、ダンゴムシがいる場所に入れてあげる、自分が捕まえたダン
ゴムシをあげる思いやりを読み取ることができる。この事例から、「Ⓖ他者の行為や言葉に関
心をもつ」「Ⓛ友達の遊びや活動に入ったり、友達を誘ったり、受け入れたりする」「Ⓞ自分の
気持ちや行動、他者からの評価などの変化に気付いたり関心を持ったりする」「Ⓟ自分や他者
の良さに気付いたり、それを生かしたりする」「Ⓠ自分と違うところをもつ人に憧れる」の５

項目が該当するといえる。
⑷　事例４と考察

①　事例４（６月）

　年長男児4Aが、バッタを捕るために飼育ケースの蓋をとり、飼育ケースを裏返してバッタ
の上にかぶせて捕まえようとするが逃げられる。隣でムシ捕りをしていた年長男児4Bは、4A

が見つけたバッタに、蓋を取った飼育ケースをかぶせると捕まえることができた。4Aは「僕
のバッタだよ、最初に見つけたのは僕だから」と、発見したのは自分なので自分のバッタだと
主張する。4Bは「僕が捕まえたから僕のだよ」と捕まえた自分に所有権があると主張する。
4A「ぼくのだよ、だって僕が最初に見つけたんだもん」4B「捕まえたから僕のだよ」という
言葉の繰り返しである。３回ほど繰り返した後で、近くにいた年長男児4Cは「捕まえたほう
のものだよ」と入ってくる。発見した4Aが「もう」と言い、あきらめてまた4Aと4Bで他の
ムシを探し始める。年中男児4Dはムシ捕りを止めて年長児３人のやり取りを近くでみている
が、解決されると再びムシ捕りを始めた。
②　考察

　年長男児4A、4B、4Cは、好きな遊びの時間に、いつもムシ捕りをしている。年中では同じ
クラスだった仲間である。4Cは年中２学期ごろまで、友達とかかわることが出来ず、一人で
砂場遊びを楽しんでいることが多かった。年中の秋ごろから、ムシ捕りを始めるようになり、
年長に進級してからは、ムシ捕りを通して自分の知識を伝達したり、意見を主張したりなど友
達と積極的にかかわる様子が見られるようになった。ムシ捕りではムシの所有権をめぐり、自
分の思うようにならないことを経験する場面がある。この事例も、4Aと4Bはムシの所有権を
めぐり、自分の言い分を論理的に主張していた。4Aは自分の意見を主張するが、4Bと4Cの「捕
まえたものの物である」という意見を聞き入れ、4Aがあきらめることにより解決した。
　この事例は「Ⓐ思うようにならないことを経験する」「Ⓔ嫌なことを受け流したり、距離を
おいて付き合ったりする」「Ⓙ感情を込めた言葉や理論的な言葉で伝えたり説明したりする」「Ⓢ
仲間のトラブルに介入したり、関係を調整したりする」の４項目が該当するといえる。
⑸　事例５と考察

①　事例５（６月）

　年長男児5Aがアリの行列を見つけ、アリを踏み潰したり、行列の真ん中に石を置いたりし
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て観察している。そこに、幼児が「クサムシ」と呼んでいるゴミムシの一種である5mmほど
の黒い虫が偶然とおりがかり、5Aはその黒い虫をつぶし、アリの行列に置いてみた。すると、
すぐにアリが黒い虫を巣の中に引き込んだ。5Aは興奮気味に「クサムシ」がアリに連れ去ら
れたことを保育者に伝える。保育者が観察に加わり、保育者と楽しそうにしている5Aの様子
に気付き、年長男児２人か集まってくる。5Aは保育者に説明したように、自分の発見を２人
に話している。２人は同じように「クサムシ」を指や石でつぶし、アリの行列に置いて、つぶ
した「クサムシ」がアリの巣に引き込まれるのを楽しんでいる。その後、アリが「クサムシ」
を巣に入れる様子に満足した5Aは、乾燥したミミズを置くが、アリは持っていかない。我慢
できなくなった5Aは、ミミズをアリの巣に差し込む。その場にいる全員で盛り上がり笑って
いる。次の日、同じように5Aと年長男児２人がアリの巣を見ていると、年中女児２人も興味
をもって集まってくる。この日は5Aではなく、昨日からいた年長児5Bが年中女児２人にア
リの様子やアリが巣に入れる「クサムシ」について熱心に話している。年中女児２人も一緒に
なって「クサムシ」を探し、つぶしてアリの巣の近くに置き、巣の中に運んでいくのを観察し
ている。
②　考察

　この事例は、アリの行列の観察を通して異年齢の仲間が増えていった事例である。5Aは日頃、
年長男児の友達と一緒にムシ捕りを楽しんでいる。この日は、他児が飼育ケースを使っていた
ため、飼育ケースを使うことができなかった。カップや牛乳パックを使うことを保育者に提案
されていたが、カップや牛乳パックは使わず、何も持たずにムシ捕りをしているグループに参
加していた。アリの行列に気付く前は、ダンゴムシがいる場所に座り込み、ダンゴムシを捕ま
える友達の様子を見ていた。アリの行列に気付くと、仲間から離れアリの行列を見ていたが、
自分から仲間を誘うことはなかった。友達が自分の活動に入ってくるととても嬉しそうにかか
わっていた。
　この事例は、5Aが友達を誘うことはなかったが、自分の活動に友達を受け入れていること、
他の４人は友達の遊びや活動にはいっていることから「Ⓛ友達の遊びや活動に入ったり、友達
を誘ったり受け入れたりする」が最も近い項目であるといえる。
⑹　事例６と考察

①　事例６（６月）

　年長男児6Aと6Bが、園庭内の石垣の隙間を除いてムシを探している。6Aが「カナヘビが
いた」と大きな声で、近にいるムシ捕りをしていた仲間に言うと、6Bが不満げな表情で「僕
が先に見つけてたし」と言いだした。6Aは「何にも言ってないから僕が見つけたんだよ」と、
6Aと6Bでもめ始める。「僕だし」「僕だし」と言い合いをはじめ、「カナヘビがいた」と声を
あげた6Aのほうが6Bに「じゃあどっちも最初に見つけたってことにしない」と提案し6Bも「い
いよ」と言い、２人で一緒に他のムシを探し始める。
②　考察

　園庭内にある石垣の隙間は、晴れが続いていてもムシがいるため、年長には人気のムシ捕り
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スポットである。カナヘビは子どもたちに人気がある生き物であり、ダンゴムシやバッタより
人気がある。そのため、カナヘビを捕まえると憧れの対象になり、見つけただけでも、友達の
興味関心を引くことができる。6Aと6Bはいつもムシ捕りをしている年長男児である。２人で
もめていた時に隣に保育者がいたが、助けを求めることはなく、自分たちで解決していた。「僕
だし」の繰り返しの間に、２人以外も石垣の隙間をみて楽しそうにしている友達が見えていた。
そのため、早く解決してムシを探したいとい気持ちがあったことが考えられる。
　この事例は「Ⓐ思うようにならないことを経験する」「Ⓗ他者の思い入れや、思い入れのあ
るものに気付く」「Ⓙ感情を込めた言葉や理論的な言葉で伝えたり説明したりする」「Ⓤ問題に
対して創造的に解決しようとする」の４項目が該当するといえる。
⑺　事例７と考察

①　事例７（６月）

　年少児、年中児、年長児が合わせて11名、実習生と一緒にムシ捕りをして遊んでいた。幼
児は実習生が素早くいろいろなムシを捕まえるのを感心しながら見ている。実習生がカナヘビ
を捕まえ「欲しい人いますか」と全員に問いかけると、年長児から「ほしい」「ちょうだい」
と声が上がり、つられて年中、年少児も「欲しい」と実習生に訴え始める。実習生が「ちゃん
と飼えるお友達にあげる」というと全員が「ちゃんと飼える」と実習生に告げる。実習生から
の提案で実習生にじゃんけんで勝った幼児にカナヘビを渡すことになり、7Aがじゃんけんに
勝ち、カナヘビの所有権を得る。一緒にいた年長男児7Bは「7Aちゃん本当にお世話できるの？」
と言い不満そうである。7Aは「できるもん」と一言返し、保育者に「カナヘビもらった」「じゃ
んけんに勝ったからだよ」と得意げに話している。「ちゃんとお世話する」と、自宅に連れ帰っ
たが、翌日また連れてくる。保育者に「カナヘビ逃がしてきた、お母さんが飼っちゃダメって
言ったから」と告げると、昨日じゃんけんで負け、カナヘビの所有権を得ることができなかっ
た年長男児7Bから「飼えないなら何でじゃんけんしたの」と、強く非難され7Aは泣き出し
てしまう。
②　考察

　年長女児7Aは、友達と遊ぶよりも保育者と遊ぶことを好む傾向にある。屋外での好きな遊
びの時間に担任を独占できないと職員室にいる職員に話しかけおしゃべりを楽しんだりする。
この日は、男性実習生とかかわりたいという気持ちから、実習生の後を付いて実習生が何をす
るのか見ている様子だった。一方で、年長男児7Bは日頃からムシ捕りをして遊ぶことがほと
んどである。7Bは7Aとは異なり、実習生と一緒に遊ぶために実習生の周りにいたのではない。
実習生が自分たちには捕まえられないムシを、捕ってくれるのではないかと期待して、実習生
のそばにいた。
　カナヘビはＸ幼稚園で人気がある生き物である。7Aはじゃんけんに勝って、他児からも人
気がある男性実習生にカナヘビをもらう特別感を味わい、世話をすると意気込んで持って帰る
が、自分の意思に反して飼えない状況にあることを、他児からせめられる困難を味わった。一
方で、7Bは世話ができる自分はカナヘビの所有権を得ることができなかったのに、世話がで
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きない7Aが所有権を得て、カナヘビを逃がしたことに納得がいかないようだった。
　この事例は「Ⓐ思うようにならないことを経験する」「Ⓗ他者の思い入れや、思い入れのあ
るものに気付く」「Ⓘ他者の言い分に真剣に耳を傾けて聴く」「Ⓙ感情を込めた言葉や理論的な
言葉で伝えたり説明したりする」「Ⓠ自分と違うところをもつ人に憧れる」の５項目が該当す
るといえる。
⑻　事例８と考察

①　事例８（６月）

　事例４の年中男児4Dが、ムシがいる石垣の隙間を一人でじっと見てムシを探している。特
定のムシを探しているのではなく、「なにかいないか」見ているようである。保育者に「なに
かいた？」と尋ねられると、「昨日、白バッチさんが見つけてたから見てるの」と答えていた。
年長児が石垣の隙間からダンゴムシやカナヘビを捕まえるのをイメージしながら石垣の隙間を
見ているようである。その後、4Dは、ムシ捕りをして遊んでいる年長男児グループの様子を
少し離れて見ていたが、カップを持っていき、ダンゴムシをたくさん捕まえている年長男児
8Aに、「ひとつちょうだい」と交渉する。「いいよ」と年長男児8Aが快く応じる。
　年長児8Aは「先生、この子にダンゴムシあげた」と保育者に報告し、保育者は「8A君優し
いね。この子は4D君っていうお名前だよ」と教えられていた。次の日8Aは「4D君、ダンゴ
ムシついてるよ」名前で呼び、自分の捕まえたバッタを4Dに見せていた。
②　考察

　年長児8Aと年中児4Dは、日頃かかわりがない関係である。年中児4Dは家庭では５歳年が
離れた兄がおり、小学生の遊びを見ていることが多い。幼稚園でも好きな遊びの時間には、同
年齢の友達と一緒に遊ぶことより、年長男児グループの周りにいる姿を見かける。周りにはい
るが自分から活動に入って行くことはなく、ムシ捕りの様子をただ眺めているだけであった。
年長児の遊びに憧れはあるものの、ただ見ていることを楽しんでいる様子だった。事例では、
4Dが年長児の活動に自分から入ろうとする姿をとらえることができる。年長児8Aは年少、年
中と親しい友達ができず、保育者に仲立ちしてもらってもすぐに、仲間から外れてしまい、外
れてしまうことで「お友達とあそびたい」と泣き出してしまったり、帰宅後に母親に幼稚園で
友達と遊べないことを相談したりする姿があった。年長に入り、ムシ捕りを媒介して友達とか
かわれるようになり、５月にはムシ捕り以外にでも友達とかかわれるようになっていた。人見
知りする年長男児8Aであるが、かかわりがない年中児4Dに対して戸惑うことなくかかわれ
ていたことが読み取れる。　
　この事例は「Ⓛ友達の遊びや活動に入ったり、友達を誘ったり、受け入れたりする」「Ⓠ自
分と違うところをもつ人に憧れる」の２項目が該当するといえる。
⑼　事例９と考察

①　事例９（６月）

　晴れの日が続き、ムシを発見しにくくなっている。そのため、ダンゴムシやバッタ、カタツ
ムリなどを見つけると、周りにいるムシ捕りをしている他児から「ちょうだい」と頼まれるこ
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とがある。年中男児9Aは、ムシを飼育するためではなく、誰かに渡すためにムシを捕り、ダ
ンゴムシを捕まえると「だれかダンゴムシ欲しい人」とまわりにいる年中男児に声を掛ける。「は
い」「はい」と手を挙げて他児が集まってくると、「だれにしようかな天のかみさまのいうとお
り」と指をさして自分が捕まえたムシを渡す相手を決めている。
②　考察

　年中児9Aは飼育ケースを借りることなく、ムシ捕りをしている。捕まえるとすぐに、ムシ
を渡す友達を探し始める。自分が捕まえたムシを渡すことで、活動の中心になることを楽しん
でいる様子を読み取ることができる。この事例から、9Aは他者の興味関心を理解し、物をあ
げる行為を経験している。幼稚園では個人の所有物を、友達にあげることが難しい。事例から
は、ムシ捕りを媒介として、相手が何を欲しがっているのかに気付き、それをあげるやり取り
を経験していることが読み取れる。
　この事例は「Ⓗ他者の思い入れや、思い入れのあるものに気付く」「Ⓞ自分の気持ちや行動、
他者からの評価などの変化に気付いたり関心を持ったりする」の２項目が該当するといえる。
⑽　事例10と考察

①　事例10（６月）

　バッタを見つけた年長児10Aが「あっバッタ」と言い、捕まえようとするが逃げてしまう。
隣にいた年長男児10Bが捕まえて自分が持っていた飼育ケースに入れる。10Aは激しく怒り
「10Aのだよ」と抗議する。10Aが殴りかかりそうになり、10Bは飼育ケースにバッタを入れ
たまま走って逃げる。10Aは必死で追いかけるが、10Bの方が速く走れるため逃げられてしま
う。10Aの姿がみえなくなると、すぐに自分で他のムシを探し始めた。10Aも10Bとは別の場
所でムシを探し始める。
②　考察

　いつも一緒にムシ捕りをしている、年長男児のグループにいる２人である。初めに見つけた
者に所有権があるのか、実際に捕まえた者のほうに所有権があるのかが、はっきりしていない
ため、このような場合、子ども同士で所有権をめぐっての争いになる。同じムシの所有権をめ
ぐる争いだが、事例４とは異なりこの事例では、自分たちで解決しようとせず、殴りかかろう
とするものの逃げられてしまう。10Aは納得がいかないが、保育者に助けを求めるのではなく、
あきらめて、再びムシを探し始めた。10Aは、日頃は嫌なことがあっても殴りかかるようなこ
とはなく、言葉で主張するタイプである。この日は晴れの日が続きバッタを見つけることが難
しく、バッタが貴重だったため、ようやく見つけたバッタをとられてしまったと感じ、激しく
怒ったと考えられる。10Aに対し10Bは、10Aの激しく怒る様子と殴りかかられそうになり慌
てて逃げる。10Aは10Bが見えなくなり、見つけたバッタをとられた怒りを自分なりに抑え、
気持ちを切り替えている様子を読み取ることができる。
　この事例は「Ⓐ思うようにならないことを経験する」「Ⓓ自分がされて嫌なことは、そのこ
とを態度や言葉で説明する」「Ⓔ嫌なことを受け流したり、距離をおいて付き合ったりする」
に該当するといえる。
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⑾　事例11と考察

①　事例11（７月）

　暑い日が続き、ムシを見つけるのが難しい日が続いていた。年中男児11Aが「ここにダンゴ
ムシいる」と、見つけたことにはしゃぐ。近くにいた他の年中児３人と一緒に、そこの場所に
スコップで穴を掘り探している。「虫かごに土いれてあげて」「もっと、ほって」と４人で会話
を楽しみながらダンゴムシを探していた。次の日になると、11Aが一人で同じようにダンゴム
シを探すため土を掘っている。11Aがダンゴムシを見つけ「ダンゴムシみつけた」「11B君ダ
ンゴムシ見つけたよ、こっちきて」と離れたところにいた11Bを数回よぶ。11Bが呼びかけに
気付き「ほしい」と行くが、「ダメ」とすかさず断られる。11Bは「自分で探す」と、その場
所を探し始める。しかし、11Aは「ここは僕の場所だからダメ」と追い出そうとする。11Bの
不満そうな表情に、近くにいた保育者が11Aに「11Bくんのこと、どうしてよんだの？」とた
ずねられ、11Aは「見せてあげただけ」と説明するが、保育者に「11B君は、よばれたから一
緒にダンゴムシ捕ろうとしたんだよ、入れてあげて」とたしなめられ、11Aは無言でその場所
を、スコップで堀り始める。11Bも無言でダンゴムシがいたところを掘り始める。しばらくす
ると、会話がはじまり、二人の世界を楽しんでいた。
②　考察

　11Aと11Bはいつも一緒に遊んでいる気の合う友達同士である。11Aはダンゴムシを見つけ、
友達と喜びを共有したい気持ちと、貴重なダンゴムシを独り占めしたい気持ちからの行動であ
るが、11Bの納得がいかない様子に戸惑っていた。一方で、11Bはダンゴムシを一緒に捕るた
めに呼ばれたと思い喜ぶが、自分の思いとは違い、11Aに拒否され納得がいかない気持ちを味
わった。保育者が自分の気持ちを代弁することにより11Bは納得した様子だったが、11Aは保
育者に11Bの気持ちを説明されても、最初は素直に受け入れられなかった。一緒にダンゴムシ
を探し始め、一緒に活動する楽しさを味わううちに11Bを受け入れるようになった。
　この事例は「Ⓐ思うようにならないことを経験する」「Ⓒ他者が嫌という行為や事柄に関心
をもつ」「Ⓓ自分がされて嫌なことは、そのことを態度や言葉で説明する」「Ⓖ他者の行為や言
葉に関心をもつ」「Ⓛ友達の遊びや活動に入ったり、友達を誘ったり、受け入れたりする」「Ⓚ
他者の行為の意味について想像力を働かせる」に該当するといえる。
⑿　事例12と考察

①　事例12（７月）

　コキア（植物名）の下を年長男児12Aが掘ると偶然カナブンの幼虫を発見する。数日前に
かがくのとも『ハナムグリ』(6）を学級で読んでいたことも影響し、まわりにいた幼児は、「ハナ
ムグリだ」と大喜びである。すぐに年長男児10人が集まってきて、幼児が夢中になってコキ
アの下を掘り始める。一人につき５～６匹ほどは見つけることができた。見つけたカナブンの
幼虫に対し所有権をめぐって争いになっても、年長男児のグループは「じゃんけんで決めよう」
と、すぐに自分たちでじゃんけんをして解決していた。その後、好きな遊びの時間になるとカ
ナブンの幼虫を捕るために年長児が集まり、その外側を年中児が囲むようにして、カナブンの
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幼虫探しを楽しんでいた。一週間ほどすると、年中児も中心で、カナブンの幼虫探しを楽しむ
ようになってきた。年長男児12Aと年中男児12Bが見つけた幼虫の所有権をめぐり口論にな
る「ボクのだよ」と年中男児12Bは主張するが年長男児12Aも自分のものであることを主張し、
「じゃんけんしよ」と提案するが、年中児12Bは納得がいかず「僕のもの」と主張する。他の
年中児も加わり「みんなのものだよ」と意見をいうが、結局、年中男児12Bは納得がいかない
まま、年長男児12Aの意見通りじゃんけんで決めることになった。
　事例３の年長女児3Aに「3Aちゃん、とって」とカナブンの幼虫を捕るよう、年長女児12C

が頼んでいる。快く幼虫をとって渡している。他児が「幼虫いた」というと12Cから「3Aちゃ
ん」と呼びかけられ、3Aは他児と競い合って幼虫を捕り、自分のものにするのではなく12C

に渡していた。
②　考察

　この事例の一週間前に縦割り保育を行い、異年齢での生活を経験している。年長児と年中児
が意見をぶつけ合うほどのケンカになったことはなく、これまでの遊びのなかでは、異年齢児
に対して不満がある場合は「年長さんのあのこが……」「年少さんが〇〇してる」など、保育
者に不満をうったえることが多かった。この事例では、異年齢でも保育者を通して意見を言う
のではなく、当事者に意見を言っている。年中と年長とが争っていたため、年中児は自分たち
と同じ学年である年中児12Bの味方をし、問題を解決しようとしていた。
　年長女児3Aと12Cのやり取りで、12Cは自分で幼虫をつかめないものの、みんなが競って
いるものなので自分も所有したいという気持ちがある。事例３以降、ムシ捕りに夢中になって
いる3Aに頼むことにより、幼虫を自分のものにしている。
　この事例は、年中児12Bにとっては「Ⓐ思うようにならないことを経験する」が該当し、年
長児12Cは「Ⓑ必要な時に人に助けを求める」「Ⓠ自分と違うところをもつ人に憧れる」に該
当する。12Aと12Bのやり取りを解決しようとしていた年中児は「Ⓢ仲間のトラブルに介入し
たり、関係を調整したりする」「Ⓤ問題に対して創造的に解決しようとする」の項目が該当す
るといえる。

Ⅳ　総合考察と今後の課題

　ムシ捕りをしている幼児に注目し、人間関係にどのような学びがあるかを明らかにするため
に、ムシ捕りの12事例を、「人間関係を理解し調整する力」21項目の「学びの評価言語」とし
て分類した。その結果、以下のことが明らかになった。
　事例別と学年別に分類した結果、「Ⓐ思うようにならないことを経験する」「Ⓓ自分がされて
嫌なことは、そのことを態度や言葉で説明する」「Ⓢ仲間のトラブルに介入したり、関係を調
整したりする」など「嫌なこと」を経験したり解決したりすることに関する項目が多く該当し
ている。その要因として、ムシ捕りは複雑なルールや明確なルールがなく、単純にムシを捕ま
える遊びであることが考えられる。ルールを介在しない遊びだからこそ、ムシの所有権を争う
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などのトラブルになりやすく、幼児は「嫌なこと」に対し、どのように他者と調整するのかの
学びがあることが示された。
　事例別の分類結果から、ムシ捕りは、他者を誘ったり受け入れたりする学びがあることが示
された。ムシ捕りは、複雑なルールや明確なルールがないため、他者を活動に受け入れやすい
状況にある。気の合う仲間同士で遊んでいても、ムシの出現状況によって、仲間と異なる行動
をするなど、緩やかな仲間集団を結成して活動している。幼児にとって、誰を活動に入れても、
自分たちの遊びの雰囲気を壊されることなく、夢中になって遊べるからであると推測できる。
　ムシ捕りにおいて「嫌なこと」を経験する学びと、他者を活動に受け入れる学びがあること
の要因として、複雑なルールや明確なルールがないことをあげた。所有権をめぐる争いでは、
じゃんけんで決める、見つけた者が所有権を得るなど、明確なルールを決めてしまうと、「嫌
なこと」を経験する学びがなくなる可能性がある。幼稚園でのムシ捕り遊びでは、複雑なルー
ルや明確なルールを設定せず遊ぶことが、人間関係の学びにおいては必要であるといえる。
　今後の課題は以下の通りである。年長児と年中児のかかわりが12事例中７事例あり、他の
活動に比べ、異年齢同士のかかわりが多いように感じた。今後、他の活動とムシ捕りを比較す
ることにより、ムシ捕りと異年齢とのかかわりも明らかにしていきたい。本研究では、人間関
係の学びのみ注目したため、記載しなかったが、観察期間中に幼児が捕まえたムシを、保育室
の図鑑で知らべたり、飼育方法を保育者に尋ねたりする姿が見られた。幼児が、ムシとかかわ
ることによる人間関係の学びのみではなく、人間関係以外の学びも明らかにしていきたい。こ
れらのことを明らかにできれば、今後さらに幼児のムシ捕り活動の意義を示すことができるは
ずである。

引用文献

⑴　山下久美・首藤敏元 2005「幼稚園・保育園の動物飼育状況と飼育体験効果に関する研究展望
─子どもとムシの関わりに関する研究に注目して」『埼玉大学教育学部教育実践総合センター
紀要』pp. 177‒188

⑵　山下久美・首藤敏元 2008「虫との関わりが幼児の社会性の発達に与える効果について」『埼玉
大学紀要教育学部』57、pp. 105‒121

⑶　佐々木宏子 2004『なめらかな幼小の連携教育　その実践とモデルカリキュラム』チャイルド
社 pp. 134‒136

⑷　磯部裕子・山内紀幸 2007『幼児教育知の探究１ナラティブとしての保育学』萌文書林 pp. 
223‒235

⑸　小泉栄美・野中弘敏・中野隆司 2011「縦割り保育で子どもたちが経験していること─異年齢
間の関わりのエピソードをもとに─」『山梨学院大学紀要』第33巻、pp. 49‒61

⑹　長谷川哲雄 2017『かがくのとも　ハナムグリ』福音館書店

（受理日　2017年８月23日）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


